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事業計画

2021年度に売上300億円（FinTech関連は120億円）、営業利益42億円を達成する
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システム開発会社の多重請負構造

金融機関や大手企業の基幹システムは大手SIerが主に受注しており、CAICAにとっては以下が重要

• 大手SIerからの基幹案件の獲得

• 大手企業の周辺案件の直接獲得

• 中堅企業からは案件全般の直接獲得

１次請け

２次請け

３次請け

• 大手SIer

• １次請けのグループ会社
• 中堅の独立系SIer

• 中小SIer

４次請け • 中小SIer

１次請け

２次請け

３次請け

顧客

• 金融機関

顧客

顧客

• 大手企業

• 中堅企業

周辺案件

人派型案件

案件全般
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銀行における基幹系システムの変遷と今後

今後もプラットフォームの高機能化と運用が続く一方で、各行はFinTech投資への対応が迫られている

SIerと各銀行による
独自勘定系システム

SIerによる
勘定系システムの共通プ

ラットフォーム化

〜2000年 〜2010年 〜2016年 2017年〜

勘定系業務（預金・為替・融
資）が銀行の収益基盤であ
り、それを支える高度な勘定
系システムを各行が独自に
開発。システムの維持運用
も含め、国内の大手SIerが、
この役割を担ってきた。

不良債権処理などにより体
力が低下した銀行にとって、
新たな収益を産み難い勘定
系システムへの巨額投資が
見合わなくなった。勘定系は
各行共通の要件が比較的多
く、SIerがこぞって共通プラッ
トフォーム化を提案、顧客基
盤が比較的小さい地銀など
がこの流れに乗る。

収益源が勘定系以外にも多
様化（証券/保険商品の窓口

販売、各種住宅ローン商品
etc.）し、顧客情報の活用な
ど、情報系の重要性が増
す。顧客接点も、従来の営
業店からインターネットや
コールセンター中心に移行
し、情報系システムとともに
チャネル系システムと、勘定
系システムとの連携ニーズ
が拡大する。

プラットフォームの
高機能化と運用

FinTechなどの活用による独
自サービスの創出や、クラウ
ド化やオムニチャネルの促
進によるサービスの高度化
が期待される。また、24時間
365日決済対応や、メガバン
クを中心としたグローバル対
応、地銀再編ニーズなど、各
基幹系システムの高機能化
が進む。

不良債権問題等
による経営悪化

金融ビッグバンに
伴う規制緩和

FinTechの台頭低金利の長期化

FinTechへの対応

情報系システム/チャネル
系システムへの投資拡大，
勘定系システムとの連携
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銀行における基幹系システムの変遷と今後

今後もプラットフォームの高機能化と運用が続く一方で、各行はFinTech投資への対応が迫られている

Fintechへの対応プラットフォームの高機能化と運用

- 当社の対応

プラットフォームの高機能化と運用

特注指定解除による急速な信用回復の流
れに乗って、大手SIerにおけるコアなパー
トナーとしての事業推進
具体的には、基幹系である勘定系システ
ム、情報系システム、チャネル系システム
の開発を継続的に対応し、信用と実績を積
み上げる。
新規案件を受注し、新規顧客を含め、SIer

との新たな取引を拡大する。

2017年〜

プラットフォームの高機能化と運用

当社の強みである、納期遵守/高品質/きめ
細やかなマネージメントが必要となる高度
な日本の金融システム開発実績と、
Fintechにおける取り組み実績を組み合わ
せることにより、競合他社に無い付加価値
をSIｅｒに訴求、特別なパートナーとして取
引を拡大させる。また、FinTechにおける先
駆者としてのポジションを確立する。

・ビットコイン決済など仮想通貨に関するシステ
ムインテグレーション
・ブロックチェーン実装サービス
・AIのシステム適用
・FinTechを活用したソリューション創出

・24時間365日決済対応
・地銀再編
・制度変更対応
・オムニチャネル化、ビッグデータ活用

- 当社の対応
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金融市場の構造変化

既存金融市場と新規金融市場の双方向間で技術流入が起こる

この際のシステムインプリメンテーションが当社にとっての収益機会となる

既存IT技術
－ AI（人工知能）
－ クラウド
－スマホ
－ API

既存金融技術
－金融工学
－デリバティブ取引
－高速取引
－スコアリング

革新的IT技術
－ブロックチェーン

フィンテック市場の技術流入のコンセプト図

1

2

3

技術/ナレッジを転用技術/ナレッジを転用

新規金融市場
（仮想通貨市場）

既存金融市場

技術/ナレッジを転用

案件獲得機会

案件獲得機会案件獲得機会
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仮想通貨取引市場のマーケット展望

ビットコイン取引高は、 2016年は2兆800億円（3,780万BTC）、2017年には8兆2600億円（1億5000

万BTC）に達すると予測される

取引上位の取引所（bitFlyer、BTCボックス、QUOINE、Zaif）には外部資本が入り、成長を加速
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Source: シードプランニング 「FinTechの日米最新市場動向とビジネスチャンス」ほか
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仮想通貨のシステムインテグレーター

仮想通貨に関する取引所システム、デリバティブシステム、決済システムの開発をフィスコグループを
通じて推進することでノウハウを蓄積すると同時に一般の市場展開を図る

フィスコ仮想通貨取引所メイン取引画面（スマホ）

フィスコシステムトレード画面

ビットコイン決済画面

インテグレーションの市場展開
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第４次産業革命の到来 - Cyber-Physical Systemの実現

現実世界の制御対象のさまざまな状態を数値化し、仮想世界において定量的に分析することで新しい
知見を引き出し、さらに現実世界へフィードバック及び制御する

現実世界
（Physical Part）

仮想世界
（Cyber Part）

制御対象
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ッ
グ
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計測/実験

ネットワーク

Cyber-Physical System（CPS概念図）
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Cyber-Physical Systemにおけるブロックチェーンや人工知能の役割

Cyber-Physical Systemにおいてブロックチェーンは確実で安心な分散型データベースを提供し、また
人工知能もセンサーをトリガーとした自動的なアクションや取引を可能にする

現実世界
（Physical Part）

仮想世界
（Cyber Part）

制御対象
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T

機
器

統計解析

実社会 コンピュータ／クラウド上

ビ
ッ
グ
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タ人工知能

インター
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計測/実験

ネットワーク

Cyber-Physical System（CPS概念図）

ブロックチェーン
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フィスコグループ連携

フィスコグループが実現するCyber-Physical Systemにおいて、CAICAは人工知能、ブロックチェーン
技術をインテグレーションサービスに適用して事業推進
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グループ連携の例 - IoT決済プラットフォーム

フィスコグループとの連携によって、仮想通貨やトークンを用いたIoT決済プラットフォーム構築のイン
テグレーションサービスを展開する

フィスコ仮想通貨取引所

➕
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フィンテック関連の案件受注構造（中長期）

フィンテック関連のインテグレーターとしてトップランナーのポジションを築き、大規模に市場展開を行う

１次請け

２次請け

３次請け

顧客

• 金融機関

顧客

顧客

• 大手企業

• 中堅企業

フィスコ仮想通貨取引所

法人ネットワークと情報配信

IoT技術の融合

仮想通貨/トークン取引
のインターフェイス

グループとの連携

トップランナーの
ポジションを確立

ビジネスパートナープログ
ラムによるレバレッジ


